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令和 ７年  第 ２回 （３月 ）  筑紫野市議会定例会  

【建 設環境常任委員会  委員長報告 】  

 

議案第１５号『筑紫野市水道事業及び下水道

事 業 の 設 置 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る

条例の制定』の件について、審査の経過と結果

をご報告いたします。  

本件は、地方自治法の改正に伴い、本条例の

条項にずれが生じたために、本条例の一部を改

正するものです。  

討論はなく、採決の結果、全員一致をもって

原案のとおり可決すべきものと決しました。  

以上、報告を終わります。  



- 1 - 

 

令 和 ７年  第 ２回 （３月 ）  筑 紫 野 市 議 会 定 例 会  

【建 設 環 境 常 任 委 員 会  委 員 長 報 告 】  

 

議 案 第 ２ ２ 号 及 び 議 案 第 ２ ３ 号 に つ い て 、審 査 の

経 過 と 結 果 を ご 報 告 い た し ま す 。  

ま ず 、『 議 案 第 ２ ２ 号  令 和 ６ 年 度 筑 紫 野 市 水 道

事 業 会 計 補 正 予 算（ 第 ４ 号 ）』の 件 に つ い て 、ご 報 告

い た し ま す 。  

本 件 は 、事 業 費 確 定 に よ る 補 正 予 算 で 、収 益 的 収

入 を 3 , 1 0 3 万 円 増 額 、収 益 的 支 出 を 6 0 0 万 円 増 額 し 、

ま た 、資 本 的 収 入 を 2 , 7 8 0 万 円 減 額 、資 本 的 支 出 を

4 , 2 0 0 万 円 減 額 す る も の で す 。  

委 員 会 で は 、収 益 的 収 入 に つ い て 、水 道 加 入 金 が

増 額 と な っ て い る 要 因 に つ い て 質 疑 が あ り 、執 行 部

か ら は 、集 合 住 宅 が １ 棟 立 つ と 複 数 件 の 加 入 が あ る

た め 、加 入 金 の 金 額 が 増 え て い る と の 答 弁 が あ り ま

し た 。  

討 論 は な く 、採 決 の 結 果 、全 員 一 致 を も っ て 原 案

の と お り 可 決 す べ き も の と 決 し ま し た 。  
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次 に 、『 議 案 第 ２ ３ 号  令 和 ６ 年 度 筑 紫 野 市 下 水

道 事 業 会 計 補 正 予 算（ 第 ３ 号 ）』の 件 に つ い て 、ご 報

告 い た し ま す 。  

本 件 は 、事 業 費 確 定 に よ る 補 正 予 算 で 、収 益 的 収

入 を 4 , 4 9 5 万 ６ 千 円 増 額 、収 益 的 支 出 を 1 , 7 0 3 万 ３

千 円 減 額 し 、ま た 、資 本 的 収 入 を 1 億 7 6 0 万 円 減 額 、

資 本 的 支 出 を １ 億 7 4 8 万 １ 千 円 減 額 す る も の で す 。 

質 疑 ・ 討 論 は な く 、 採 決 の 結 果 、 全 員 一 致 を も っ

て 原 案 の と お り 可 決 す べ き も の と 決 し ま し た 。  

 

以 上 、 報 告 を 終 わ り ま す 。  
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令 和 ７年  第 ２回 （３月 ）  筑 紫 野 市 議 会 定 例 会  

【建 設 環 境 常 任 委 員 会  委 員 長 報 告 】  

 

『 議 案 第 ３ ０ 号  令 和 ７ 年 度 筑 紫 野 市 農 業 集 落

排 水 事 業 特 別 会 計 予 算 』の 件 に つ い て 、ご 報 告 い た

し ま す 。  

本 予 算 は 、主 に 処 理 区 の 維 持 管 理 と 借 入 金 の 償 還

に 関 す る も の で ご ざ い ま す 。  

委 員 会 で は 、高 資 本 対 策 経 費 の 定 義 に つ い て 質 疑

が あ り 、執 行 部 か ら は 、農 業 集 落 排 水 施 設 の 整 備 が

都 市 部 に 比 べ て 割 高 に な る た め 、地 方 公 営 企 業 の 繰

出 金 の 通 知 に 基 づ き 、一 般 会 計 か ら 繰 り 入 れ て い る

も の で あ る と の 答 弁 が あ り ま し た 。  

討 論 は な く 、採 決 の 結 果 、全 員 一 致 を も っ て 原 案

の と お り 可 決 す べ き も の と 決 し ま し た 。  

以 上 、 報 告 を 終 わ り ま す 。  
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令 和 ７年  第 ２回 （３月 ）  筑 紫 野 市 議 会 定 例 会  

【建 設 環 境 常 任 委 員 会  委 員 長 報 告 】  

 

議 案 第 ３ ４ 号 及 び 議 案 第 ３ ５ 号 に つ い て 、審 査 の

経 過 と 結 果 を ご 報 告 い た し ま す 。  

ま ず 、『 議 案 第 ３ ４ 号  令 和 ７ 年 度 筑 紫 野 市 水 道

事 業 会 計 予 算 』 の 件 に つ い て 、 ご 報 告 い た し ま す 。 

本 予 算 は 、筑 紫 野 市 の 水 道 供 給 に 関 す る も の で す 。 

委 員 会 で は 、債 務 負 担 行 為 の 水 道 情 報 シ ス テ ム ク

ラ ウ ド サ ー ビ ス に よ り 、 今 ま で と ど う 変 わ る の か 、

と の 質 疑 が あ り 、執 行 部 か ら は 、全 国 的 な シ ス テ ム

標 準 化 の 動 き の 中 で 、市 民 に 分 か り や す い よ う 納 付

書 な ど 帳 票 の 共 通 化 が 進 む の で は な い か と 考 え て

い る 、 と の 答 弁 が あ り ま し た 。  

ま た 、一 委 員 か ら 、収 益 的 支 出 に お い て 浄 水 場 の

運 転 管 理 委 託 料 や 電 気 料 金 は 増 額 と な っ て い る が 、

検 針 委 託 料 が 減 額 と な っ て い る 理 由 は 、と の 質 疑 が

あ り 、執 行 部 か ら は 、運 転 管 理 委 託 料 は 契 約 更 新 の

時 期 で あ り 、労 務 単 価 が 上 が っ た こ と に よ り 増 額 し

て い る 。電 気 料 金 は 昨 今 の 電 気 料 金 高 騰 を 踏 ま え 増

額 し て い る 。検 針 委 託 料 は 入 札 の 結 果 、減 額 と な っ
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た も の で あ る と の 答 弁 が あ り ま し た 。  

討 論 は な く 、採 決 の 結 果 、全 員 一 致 を も っ て 原 案

の と お り 可 決 す べ き も の と 決 し ま し た 。  

 

次 に 、『 議 案 第 ３ ５ 号  令 和 ７ 年 度 筑 紫 野 市 下 水

道 事 業 会 計 予 算 』の 件 に つ い て 、ご 報 告 い た し ま す 。 

本 予 算 は 、筑 紫 野 市 の 下 水 道 事 業 の 運 営 に 関 す る

も の で す 。  

委 員 会 で は 、老 朽 管 を 耐 震 管 に 更 新 し た ら ど れ ぐ

ら い の 効 果 が あ る か と の 質 疑 が あ り 、執 行 部 か ら は 、

メ ー カ ー が 数 値 で 表 し て い る も の は な い が 、地 震 の

際 に 結 節 部 が 動 く こ と に よ り 地 震 に 耐 え る こ と が

で き る た め 、そ の よ う な 製 品 を 使 っ て 工 事 を 行 っ て

い る と の 答 弁 が あ り ま し た 。  

ま た 、一 委 員 か ら 、一 般 会 計 繰 入 金 の う ち 、不 明

水 の 処 理 に 要 す る 経 費 が 昨 年 度 に 比 べ 大 き く 増 え

て い る 理 由 に つ い て の 質 疑 が あ り 、 執 行 部 か ら は 、

不 明 水 が 発 生 す る 原 因 と し て 、井 戸 水 世 帯 は 認 定 水

量 の た め 実 際 の 使 用 水 量 と 異 な る 場 合 が あ る こ と 、

大 雨 が 降 っ た 際 に マ ン ホ ー ル に 水 が 流 れ 込 む こ と
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が あ る が 、過 去 の 年 間 降 水 量 が 増 え て い る こ と か ら 、

不 明 水 の 量 が 増 え る と 予 測 し 、予 算 を 計 上 し て い る

た め で あ る と の 答 弁 が あ り ま し た 。  

討 論 は な く 、採 決 の 結 果 、全 員 一 致 を も っ て 原 案

の と お り 可 決 す べ き も の と 決 し ま し た 。  

 

以 上 、 報 告 を 終 わ り ま す 。  


